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◇
実
施
日 

 

２
月
２
６
日
（
日
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

順
峰
班
；
沖
崎
吉
信
、
中
前
偉
、
大
森
洋
、
高
階
鈴
子
・
美
根
子
、
生
熊
千

満
子 

 

逆
峰
班
；
梶
野
照
雄
、
児
嶋
道
夫
、
西
克
、
山
川
自
知
、
濱
野
兼
吉
、
由
井

洋
三 

 

サ
ポ
ー
ト
；
湯
川
一
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
３
名 

 

今
回
、
大
森
洋
君
が
初
参
加
し
て
く
だ
さ
る
。
今
後
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と

の
お
話
で
あ
り
、
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。
今
日
は
湯
川
君
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
っ

て
、
な
ん
と
か
車
両
問
題
も
ク
リ
ア
ー
出
来
た
。 

玉
置
神
社
の
駐
車
場
に
午
前
９
時
集
合
と
し
た
が
、
駐
車
場
手
前
の
登
山
口

を
確
認
す
る
た
め
に
車
を
停
め
た
。
昨
年
は
雪
が
凍
り
付
い
て
通
過
に
注
意
が

必
要
だ
っ
た
場
所
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
階
段
が
整
備
さ
れ
て
、
積
雪
は
有
る
も

の
の
凍
結
し
て
い
る
箇
所
は
無
く
安
全
に
歩
く
こ
と
が
出
来
そ
う
だ
。 

今
日
の
作
業
予
定
な
ど
を
全
員
に
説
明
し
て
、
二
組
に
分
か
れ
て
出
発
、
逆
峰

班
は
沖
崎
車
に
６
人
が
乗
っ
て
２
１
世
紀
の
森
へ
向
か
っ
た
。 

【
順
峰
班
】 

 

昨
年
こ
わ
ご
わ
通
っ
た
登
山
口
の
登
り
口
は
難
無
く
通
過
し
て
玉
置
山
山

頂
に
向
か
う
。
２
日
前
に
降
っ
た
ら
し
い
雪
が
１
０
㎝
位
積
も
っ
て
い
て
、
風

も
あ
っ
て
結
構
寒
い
。
１
０
分
少
々
で
山
頂
に
着
く
。 

 
 

 
 

 

玉
置
山
へ 

 
 

 
 
 

 
 

山
頂
で
勤
行 

 
 
 
 

 

花
折
塚
に
着
く 

中
前
君
の
導
師
で
本
日
の
山
行
の
安
全
を
祈
り
勤
行
す
る
。 

 
 

 
 

 

花
折
塚
の
清
掃 

 
 
 

 
 

 

地
蔵
祠 

 
 

 
 
 

 
 

道
標
を
補
強 

か
つ
え
坂
の
下
り
は
雪
が
多
く
、
深
い
所
は
２
０
㎝
を
超
え
て
い
る
。
北
向
き

斜
面
な
の
で
風
当
た
り
も
強
い
。
以
後
道
路
を
歩
い
た
り
山
道
に
戻
っ
た
り
を



繰
り
返
し
、
予
定
し
て
い
た
時
間
通
り
に
花
折
塚
に
着
く
。
持
っ
て
き
た
熊
手

２
本
と
竹
ぼ
う
き
な
ど
を
使
い
付
近
の
大
掃
除
を
行
う
。
落
ち
て
い
る
枯
枝
で

覆
わ
れ
て
い
た
地
面
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
っ

た
。
こ
こ
ま
で
に
倒
木
処
理
は
行
わ
ず
、
奥
駈
道
も
良
好
な
状
態
で
殆
ど
作
業

は
無
か
っ
た
。
昨
年
よ
り
３
０
分
以
上
早
く
、
１
１
時
２
０
分
に
逆
峰
班
と
合

流
し
て
昼
食
を
摂
る
。 

逆
峰
班
か
ら
、
こ
こ
ま
で
に
倒
木
は
無
し
、
道
荒
れ
も
無
し
。
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。
児
嶋
さ
ん
の
コ
ー
ヒ
ー
を
頂
い
て
出
発
。
し
ば
ら
く
歩
い
て
昨
年
の
１

１
月
２
７
日
に
取
り
替
え
た
地
蔵
祠
に
着
く
。
状
態
は
ま
っ
た
く
変
わ
ら
ず
無

事
だ
っ
た
。
こ
こ
で
も
中
前
君
に
心
経
を
唱
え
て
頂
く
。 

そ
の
後
は
如
意
珠
岳
、
古
屋
宿
跡
を
順
調
に
進
ん
で
、
無
事
下
山
し
た
。 

（
記
；
沖
崎
） 
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場09
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逆
峰
班
合
流
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：30

地
蔵
祠
→12

：45
蜘
蛛
の
口
→13

：07

如
意
珠
岳13

：40

２
１
世
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森
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山
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：05

玉
置
神
社
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車
場 

【
逆
峰
班
】 

 

玉
置
神
社
の
駐
車
場
を
出
て
２
５
分
程
で
２
１
世
紀
の
森
入
り
口
に
着
く
。

途
中
の
村
道
日
陰
に
は
少
し
残
雪
が
あ
っ
た
が
、
昨
年
と
比
べ
る
と
大
変
少
な

か
っ
た
。
東
屋
か
ら
林
道
を
車
で
登
り
、
奥
駈
道
石
柱
の
あ
る
登
山
口
に
駐
車

す
る
。
。
準
備
を
し
て
登
り
始
め
る
が
、
朝
一
番
の
登
り
は
体
に
堪
え
る
。
少

し
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し
て
古
屋
宿
跡
に
着
い
た
。
１
０
分
程
で
如
意
珠
岳
に
つ

い
て
少
し
休
憩
す
る
。
テ
ー
プ
付
け
を
自
治
君
に
お
願
い
し
て
先
へ
進
む
。 

蜘
蛛
の
口
ま
で
降
り
て
、
昨
年
取
り
替
え
た
地
蔵
祠
を
点
検
し
稚
児
の
森
を
過

ぎ
る
と
す
ぐ
に
林
道
だ
。
こ
こ
ま
で
に
倒
木
は
無
く
、
落
ち
て
い
る
枝
も
殆
ど

無
か
っ
た
。
西
さ
ん
と
児
嶋
さ
ん
が
持
っ
て
き
た
ヘ
ッ
ジ
ト
リ
マ
ー
が
大
活
躍

で
、
飛
び
出
し
た
ア
セ
ビ
や
イ
バ
ラ
の
枝
を
き
れ
い
に
切
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

階
段
に
な
っ
た
登
山
口 

 
 

 

奥
駈
道
へ
登
る 

 
 

 

如
意
珠
岳
に
到
着 

水
飲
金
剛
を
過
ぎ
て
昨
年
順
峰
班
と
合
流
し
た
場
所
を
通
過
し
た
。 

 
 

 
 

 

蜘
蛛
の
口 

 
 

 
 
 

 
 

村
道
に
出
る 

 
 
 
 

 

順
峰
班
と
合
流 



も
う
そ
ろ
そ
ろ
出
会
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
と
話
し
て
い
た
ら
、
沖
崎
さ
ん
が
現

れ
た
。
１
１
時
２
０
分
だ
っ
た
。
少
し
南
に
進
ん
だ
と
こ
ろ
の
道
沿
い
に
座
っ

て
昼
食
を
摂
る
。
児
嶋
さ
ん
は
今
日
も
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
て
下
さ
り
、
有
難
く

頂
戴
し
た
。
１
２
時
過
ぎ
に
順
峰
班
と
別
れ
て
南
下
を
始
め
る
。
順
峰
班
か
ら

の
情
報
で
、
１
０
分
程
南
下
し
た
と
こ
ろ
に
作
業
道
の
よ
う
な
道
が
新
し
く
つ

け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
テ
ー
プ
を
付
け
る
事
、
倒
木
を
数
本
残
し
て
あ
る
の
で

処
理
す
る
こ
と
が
判
っ
て
い
た
。 

新
し
い
道
は
、
南
東
の
５
０
ｍ
位
下
方
の
間
伐
用
の
作
業
道
の
よ
う
だ
。
奥
駈

道
側
に
テ
ー
プ
を
付
け
て
、
作
業
道
の
入
り
口
に
枝
を
置
い
た
。 

 
 

 
 

 

倒
木
を
切
除 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

駐
車
場
に
着
く 

花
折
塚
ま
で
に
枯
れ
木
の
倒
木
を
切
除
。
一
旦
林
道
に
出
た
付
近
か
ら
奥
駈
道

は
積
雪
路
に
な
っ
た
。
展
望
台
ま
で
に
、
折
れ
た
杉
の
枝
や
枝
が
多
い
倒
木
な

ど
３
本
を
切
除
し
た
。
玉
置
神
社
の
駐
車
場
で
順
峰
班
の
帰
着
を
待
つ
こ
と
に

し
た
の
で
、
か
つ
え
坂
を
登
っ
て
三
差
路
か
ら
駐
車
場
へ
降
り
る
こ
と
に
し
た
。

玉
置
山
周
辺
の
積
雪
は
５
㎝
位
で
、
吹
き
だ
ま
り
の
深
い
所
で
は
２
０
㎝
程
あ

っ
た
。
歩
い
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
、
圧
雪
が
氷
に
な
っ
て
い
る
所
は
無
く
、

車
が
通
る
村
道
の
方
が
滑
り
や
す
い
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。 

（
記
；
梶
野
） 

行
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玉
置
神
社
駐
車
場09

：05

→10

：40

古
屋
宿
跡
→10

：00

如
意
珠
岳
→10

：

20

蜘
蛛
の
口
→1

0

：27

地
蔵
祠
→11

：20

順
峰
班
合
流

12

：00

→12

：33

花
折
塚
→13

：18

世
界
遺
産
石
碑
→13

：45

奥
駈
道
三
差
路
→14

：00

玉
置

神
社
駐
車
場 

 

殆
ど
同
時
に
逆
峰
班
、
順
峰
班
が
玉
置
神
社
の
駐
車
場
に
着
く
。 

 
 

 
 

 

社
務
所
は
移
転 

 
 
 

 
 

玉
置
神
社
本
殿 

 
 
 

 

本
日
の
参
加
者 

前
日
に
玉
置
山
周
辺
の
積
雪
状
態
を
聞
こ
う
と
玉
置
神
社
に
電
話
す
る
と
、
宮

司
さ
ん
が
出
ら
れ
て
、
明
日
は
是
非
社
務
所
へ
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。
と
お
話
し

さ
れ
た
の
で
、
全
員
で
玉
置
神
社
へ
向
か
い
、
参
拝
と
宮
司
さ
ん
に
ご
挨
拶
を

し
た
。
帰
り
に
お
酒
２
本
を
頂
き
駐
車
場
ま
で
戻
っ
て
解
散
し
た
。 


